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補足資料２．４－１

富来川南岸断層の地質調査データ

2.4-1-1



（1）東小室西方 トレンチ調査

2.4-1-2



東小室西方 トレンチ調査 －位置図－

A-A断面図調査位置図

○Cランクのリニアメント・変動地形に対応する傾斜変換部を横断して，トレンチ調査を実施した。

○傾斜変換部を横断して分布する古期扇状地堆積層及び穴水累層には，リニアメント・変動地形として判読した傾斜変換部に対応する断層は認められない。

2.4-1-3



③① ⑤

トレンチスケッチ（西壁面）（反転）

⑥

K-Tｚ混在

DKP

トレンチ写真（西壁面）（反転）

標高(m)
Aso-4

K-Tｚ

←N

S→

26

28

30

32

34

25

27

29

31

33

② ③

④

025 20 15 10 5

(m)

←N S→
赤褐色土壌

①：シルト混じり粘土
・全体にシルト混じり粘土からなるが，下部は部分的にやや粗粒で粘土質シルトとなる。
・上部の色調は赤褐色（5YR4/6～4/8)を呈し，部分的ににぶい赤褐色（5YR4/4)を呈する。
・下部は赤褐色～明赤褐色(5YR5/6～4/6)を呈し，一部明赤褐色～明褐色（5～7.5YR5/6)
を呈し，黄褐色を基調とした脱色部（トラ斑模様）がしばしば見られる。

・火山灰分析の結果，K-Tz，Aso-4，DKP及びATが検出された。

古期扇状地堆積物
②：砂・粘土混じりシルト層

・全体に砂・粘土混じりシルトからなるが，山側では砂礫混じりシルト～粘土となる。部分的
にシルト質粘土状となる。

③：砂礫層・泥層
・上部の砂礫層は，径数cm程度の安山岩礫を含む淘汰の悪い砂礫層である。下部の泥層

は，砂質シルト～粘土を主体とし，砂質レンズを挟む。

④：砂礫層
・礫は，径数cm程度の安山岩亜角礫で，基質は少量のシルトを含む細～中粒砂層からなる。
・層内には，ほぼ水平な礫配列が認められる。

穴水累層
⑤：安山岩質火砕岩
⑥：安山岩

1ｍ

10ｍ

15ｍ
20ｍ

25ｍ

AT

掲載範囲

A-A断面図

東小室西方 トレンチ調査結果 －西壁面①－

2.4-1-4

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
DKP：5.5万年前以前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前



④

③

①

トレンチスケッチ（西壁面）（反転）

②

⑥

(m)

トレンチ写真（西壁面）（反転）

標高(m)

22

24

26

28

←N S→

2548 45 40 35 30

←N

S→

赤褐色土壌
①：シルト混じり粘土

・全体にシルト混じり粘土からなるが，下部は部分
的にやや粗粒で粘土質シルトとなる。

・上部の色調は赤褐色（5YR4/6～4/8)を呈し,部
分的ににぶい赤褐色（5YR4/4)を呈する。

・下部は赤褐色～明赤褐色(5YR5/6～4/6)を呈し，
一部明赤褐色～明褐色（5～7.5YR5/6)を呈し，
黄褐色を基調とした脱色部（トラ斑模様）がしば
しば見られる。

・火山灰分析の結果，K-Tz，Aso-4，DKP及びAT
が検出された。

古期扇状地堆積物
②：砂・粘土混じりシルト層

・全体に砂・粘土混じりシルトからなるが，山側で
は砂礫混じりシルト～粘土となる。部分的にシル
ト質粘土状となる。

③：砂礫層・泥層
・上部の砂礫層は，径数cm程度の安山岩礫を含

む淘汰の悪い砂礫層である。下部の泥層は，砂
質シルト～粘土を主体とし，砂質レンズを挟む。

④：砂礫層
・礫は，径数cm程度の安山岩亜角礫で，基質は

少量のシルトを含む細～中粒砂層からなる。
・層内には，ほぼ水平な礫配列が認められる。

穴水累層
⑤：安山岩質火砕岩
⑥：安山岩

25ｍ
30ｍ

35ｍ

40ｍ

45ｍ

掲載範囲

A-A断面図

東小室西方 トレンチ調査結果 －西壁面②－
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（2）富来川南岸断層周辺の中位段丘面調査

2.4-1-6



SK

富来川南岸断層周辺の中位段丘面調査結果

位置図

右図範囲

○当断層の活動性を評価するため，Dランクのリニアメント・変動地形を挟んで分布する中位段丘Ⅰ面の調査を行った。

○その結果，Dランクのリニアメント・変動地形を挟んで北方，南方に分布する中位段丘Ⅰ面において，それぞれ海成堆積物とそれを覆うSK（10.5万年前;町田・新井，
2011）の降灰層準を確認した。

○これらの旧汀線高度は約20mであり，Dランクのリニアメント・変動地形を挟んで高度差は認められない。

拡大位置図

断面図凡例

次頁図
範囲

テフラの年代（町田・新井，2011）

SK：10.5万年前

TJ-1孔

SK

リニアメント・変動地形
LD

2.4-1-7



文献によるSKの分布範囲

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号6

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる火山ガラス

（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる火山ガラス

（採取地：島根）

■ 試料番号6におけるSKの火山ガラスの主成分

× 試料番号6における給源不明の火山ガラスの主成分

火山灰分析結果

柱状図凡例

○Dランクのリニアメント・変動地形の南方に分布する中位段丘Ⅰ面のうち，HG-2孔において，海成堆積物（礫混じり粗粒砂）とそれを覆う赤褐色土壌中にK-Tz，SK
の降灰層準を確認した。

※柱状図の数字は
火山灰分析試料
番号

ボーリング調査（東小室付近） HG-2

位置図
柱状図（HG-2）

1 1’

赤褐色土壌

テフラの年代（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

断面図凡例

HG-2
東小室
ピット

断面図

2.4-1-8

SK

←NE SW→



←Ｎ Ｓ→

東小室ピット

位置図

断面図

1 1’

断面図凡例

○Dランクのリニアメント・変動地形の南方に分布する中位段丘Ⅰ面のうち，東小室ピットにおいて，海成堆積物（生痕化石を含む含シルト質中粒砂等）を確認した。

←Ｎ Ｓ→

0 1ｍ

GL -0m
(EL 19.25m)

GL -0.67m※

(EL 18.58m)

GL -1.67m※

(EL 17.58m)

東小室ピット 東面スケッチ

（被覆層）

・上部より，礫混じり砂層，シルト薄層，砂層，礫層からなる。
・礫混じり砂層は，細粒～中粒からなり部分的に礫を含む。砂層は赤褐色（5YR4/8）を呈し，ラミナが認め

られる。礫は径0.3～0.8cmの亜角～亜円礫である。
・シルト質薄層は，灰白色のシルトの薄層（厚さ0～10㎜）からなる。シルト層の走向傾斜はN32°E12°NW

である。
・砂層では，細粒～中粒の砂層及びマンガン酸化物の黒色粒子が互層状に成層する。北側のラミナの走

向傾斜はN50°E30°SEである。
・礫層は，径0.3～9㎝で，風化～半風化の火山岩からなる亜角～亜円礫を含む。基質はにぶい赤褐色

（2.5YR4/4）の粘土～細粒砂よりなる。淘汰が悪い。下位層との境界付近では漏斗状～穴状に本層の
粘土が堆積している部分が数か所で認められる（深さ20～40㎝）。

（海成堆積物）

含シルト中粒砂層
・シルトの薄層，偽礫を含む。色調は黄褐色（10YR5/6）を呈する。
・明褐色（7.5Y5/8）と明赤褐色（5YR5/6）の2枚のシルト層が認められる。シルトは細粒砂を含み，

層厚は3～20㎜と膨縮をしながらほぼ水平方向に断続する。
・当層の上部ではマンガン斑が多く認められる。
・φ10mm，長さ50～100㎜の生痕化石が多く認められる。

礫混じり粗粒砂層
・礫は径1～8㎝，白灰，暗灰，暗紫，オレンジ，褐色等のさまざまな色調の亜円礫で，ほとんどクサ

リ礫化している。基質はにぶい黄褐色（10YR5/4）の細粒砂層である。
細～中粒砂層

・にぶい黄褐色（10YR5/4）を呈し，わずかに小礫を含む。

東小室ピット 東面写真

古期扇状地堆積層（被覆層）

海成
堆積物

被覆層

含シルト中粒砂層
（生痕化石含む）

礫混じり粗粒砂層

細～中粒砂層

海成堆積物

※下写真の水糸位置に対応

HG-2 東小室
ピット

2.4-1-9
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東小室ピット東面 生痕化石写真 東小室ピット東面 生痕化石写真（解釈線入り）

下写真範囲

←Ｎ Ｓ→
【生痕化石写真】

東小室ピット 東面写真

2.4-1-10



SK

YH-1

ボーリング調査（八幡付近） YH-1，八幡露頭

○Dランクのリニアメント・変動地形の北方に分布する中位段丘Ⅰ面のうち，八幡露頭において，海成堆積物（淘汰の良い砂層）とそれを覆う赤褐色土壌中にK-Tz，
SKの降灰層準を確認した。また，YH-1孔において，海成段丘堆積物を確認した。

位置図

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

八幡
露頭

断面図凡例

（褐色土壌）

（赤褐色土壌）

（赤褐色土壌）

（赤褐色土壌）

（赤褐色土壌）
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火山灰分析結果（八幡露頭）

【火山灰分析結果（八幡露頭）】

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号YM-19

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる火山ガラス

（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる火山ガラス

（採取地：島根）

■ 試料番号YM-19におけるSKの火山ガラスの主成分
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2.4-1-13

（3）富来川南岸断層南西方の地形面調査



全体調査位置図

福
浦
港

調査位置図

富
来
七
海

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

500m0

七海北部

生神北部 生神南部

牛下

巌門

七海南部

生神中部
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七海北部 Site 1（コア写真・柱状図）

柱状図

Site 1 （孔口標高48.93m，掘進長15m，鉛直）

2

0

1

深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～15m）

3

6

4

5

7

10

8

9

11

12

13

2

14

1

3

6

4

5

7

10

8

9

11

12

13

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

Site 1

ST-N03

ST-N01

ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

14 15

凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1km0

下図拡大範囲

火山灰
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火山灰分析結果

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号8.50-8.60

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号8.50-8.60におけるSKの火山ガラス

七海北部 Site 1（火山灰分析結果）
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七海北部 ST-N01（コア写真・柱状図）

柱状図

ST-N01（孔口標高47.75m，掘進長13m，鉛直）

2
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1

深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～13m）
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5

7

10

8
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11

12

2

1

3

6
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5

7

10

8

9

11

12

13

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1km0

下図拡大範囲

Site 1

ST-N03

ST-N01

ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02

火山灰
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火山灰分析結果

七海北部 ST-N01（火山灰分析結果）
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七海北部 ST-N02（コア写真・柱状図）

ST-N02（孔口標高47.81m，掘進長3.6m，鉛直）

2

0

1

深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～3.6m）

3

2

1

3

4

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

※深度1.0～1.1m間と2.0～2.1m間は，コアサ
ンプラーの打撃によりコアが圧縮されて
隙間が空いた区間。

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1km0

下図拡大範囲

Site 1

ST-N03

ST-N01

ST-N08

ST-N07

ST-N10

ST-N06

ST-N05

ST-N09

ST-N04

ST-N02

柱状図

（0.20m～0.40m）
K-Tz混在

火山灰

（2.6m～2.7m）

SK
凡 例
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火山灰分析結果

K-Tz混在

七海北部 ST-N02（火山灰分析結果①）
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火山ガラスの主成分分析結果：試料番号A-26

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号A-26におけるSKの火山ガラス

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号A-02

♦ 試料番号A-02におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分

＊ 古澤・中村（2009）におけるK-Tzに含まれる
β石英中のガラス包有物の主成分

七海北部 ST-N02 （火山灰分析結果②）
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七海北部 ST-N03（コア写真・柱状図）

柱状図

ST-N03（孔口標高47.58m，掘進長14m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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火山灰分析結果

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号5.20-5.30

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号5.20-5.30におけるSKの火山ガラス

七海北部 ST-N03（火山灰分析結果）
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七海北部 ST-N04（ピット写真・柱状図・火山灰分析結果）
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ピット写真（ST-N04）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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火山灰分析結果 2.4-1-24



七海北部 ST-N05（ピット写真・スケッチ・火山灰分析結果）

スケッチ
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ピット写真（ST-N05）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

火山灰分析結果

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

標高

48m

47m

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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七海北部 ST-N06（コア写真・柱状図）

柱状図

ST-N06（孔口標高44.23m，掘進長12m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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火山灰分析結果 火山ガラスの主成分分析結果：試料番号4.30-4.35

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号4.30-4.35におけるSKの火山ガラス

七海北部 ST-N06（火山灰分析結果）
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七海北部 ST-N07（露頭写真・柱状図・火山灰分析結果）

←S N→

露頭写真（ST-N07）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）

1ｋm0

下図拡大範囲

凡 例

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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柱状図
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七海北部 ST-N08（コア写真・柱状図）

柱状図

ST-N08（孔口標高34.66m，掘進長6m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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七海北部 ST-N09（ピット写真・柱状図）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘
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ピット写真（ST-N09）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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下図拡大範囲

柱状図

凡 例

標高
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44m

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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七海北部 ST-N10（露頭写真・柱状図・火山灰分析結果）

露頭写真（ST-N10）
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古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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火山灰分析結果
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）
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柱状図

←SE NW→

露頭写真（ST-S01）

火山灰分析結果

七海南部 ST-S01（露頭写真・柱状図・火山灰分析結果）

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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七海南部 ST-S02（コア写真・柱状図・火山灰分析結果）

ST-S02（孔口標高30.41m，掘進長6m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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七海南部 ST-S03（コア写真・柱状図・火山灰分析結果）

柱状図

ST-S03（孔口標高34.34m，掘進長6m，鉛直）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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七海南部 ST-S04（コア写真・柱状図）

柱状図

ST-S04孔（孔口標高39.92m，掘進長10m，鉛直）

2

0

1

深度（m） 深度（m）

コア写真（深度0～10m）

3

4

5

2

1

3

6

4

5

ボーリング位置

露頭，ピット位置

古砂丘
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2.4-1-36火山灰分析結果

七海南部 ST-S04（火山灰分析結果）



2.4-1-37

七海南部 ST-S05（露頭写真・柱状図）
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地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
（基図は1961年の空中写真から作成）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）
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火山灰分析結果

火山ガラスの主成分分析結果：試料番号26

文献によるSKの分布範囲

● 青木・町田（2006）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：鳥取，島根 山形）

● 長橋ほか（2007）におけるSKに含まれる

火山ガラス（採取地：島根）

■ 試料番号26におけるSKの火山ガラス

2.4-1-38

七海南部 ST-S05（火山灰分析結果）


